
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年７月２８日 

№90 

 
『東大和市学校教育振興基本計画』の第一次（案）について 

学校教育の方向性を説明し、市民の意見を聴取する説明会を開催 

■東大和市学校教育振興基本計画（第一次）

の策定を決定 

…少子高齢化や情報通信技術の急速な発達、地域コミュ
ニティの希薄化など子どもを取り巻く教育環境の変化
により、教育には新たな課題が生じています。教育行政
においても、これまでの教育の内容や方法を検証し、変
化やスピードに対応した教育を進めていくことが求め
られている中、国においては H18 年に教育基本法が改
正され、これからの教育のあるべき姿や目指すべき理
念、方向性が明らかにされました。この教育基本法では、
地方公共団体が地域の実情に応じた教育振興基本計画
を定めるよう努めることが規定されていることを受け、
東大和市においても H26 年度から H30年度の 5年間を
期間とした『東大和市学校教育振興基本計画（第一次）』
を策定することとなりました。  

…東大和市には社会教育、学校教育に共通した『教育目
標』が既にありますが、これは、東大和市の教育が目指
す理念的な目標。一方、毎年改訂される『基本方針』は、
教育目標を達成するための教育委員会の取り組みの方
向性を示すものとして位置づけられています。今回策定
される『学校教育振興基本計画（第一次）』は、学校教
育分野に特化し、より具体的な目標を掲げるものとされ
ています。  
 

■東大和市の教育の現状と課題 

…和地ひとみも市民の方から、東大和市の学校教育の課
題について聞く機会が多くあります。今回の『学校教育
振興基本計画』の強調点の一つが『生きる力の育成』。
そこには「確かな学力」「豊かな人間性」「健康・体力」
という３つのポイントが挙げられています。  

…「確かな学力」については、教科等による違いは見ら
れるももの各種の調査結果から全体的に当市の学力は
東京都の平均正答率を下回っている状況。「豊かな人間
性」については、関係機関や保護者の協力もあり、不登
校児童・生徒数は確実に減少し、現在では出現率は東京
都の平均を下回っていますが、基本的な生活習慣を身に
付けさせるとともに、思いやりや感動する心を育むこと
や、自尊感情や自己肯定感を高め非行や問題行動の防止
を図る取り組みはまだまだ必要な状況です。「健康・体
力」については、自然豊かな当市においても、子どもた
ちの体力は東京都の平均をやや下回る傾向です。運動を
する子どもとしない子どもの二極化が進み、学校以外で
運動をする習慣がない子どもが増えている状況です。食
生活についても朝食を必ず食べてくる子どもは H24 年
度の調査では小学生 88.4％、中学生 81.8％となってお
り、今回策定される『学校教育振興基本計画（案）』で  

は、5 年後の目標値として 90％の小学生、  

85％の中学生が朝食を必ず食べてから登校することを
目指しています。  
 

■目標を１つでも実現化するために 

…「人づくりは国づくり」とも言われるように、教育は
今後の東大和市、ひいては日本の将来のために重要。 
また、子どもたちを育てるという意味では学校の教育だ
けではなく、家庭、地域の協力が必要です。最初に述べ
たように社会が大きく変化し、価値観も多様化している
今の状況は私たち大人が子どもだったころとも大きく
違います。それは、実際の社会の中で日々を過ごしてい
る大人たちの多くが実感していることです。その変化に
対応した教育を実現していく上で、学校以外で大人たち
に何ができるのか。問題を感じている人は多く、何かし
なければいけないと思っている中、今回のように「学校
教育振興基本計画」についての市民への説明会や意見聴
取を行う取り組みは重要と考えます。その中で、参加し
た市民の皆様が内容を理解し、自らの中で「気付き」が
起こるようなら、小さなことからでも実際の行動に移し
ていくところまで進むのではないでしょうか。  

…市には様々な「基本計画」が存在します。そこには様々
な目標などが明記されていますが、なかなか実現に結び
つかなかったり、検証がされなかったり、市民を巻き込
むというところまで行くのは難しいという状況です。 
内容についてはどれも、当たり前で納得できることです
が、なかなか受け取る側の市民が自らのことと感じ、行
動できるところまでは共有されていないことも一つの
要因ではないかと思います。実現に向け推し進めていく
ためにも、基本計画を作ることがゴールではなくスター
トだという行政側の意識と、実現するんだという熱意の
ようなものもさらに必要でしょう。今回の学校教育の件
について言えば、学校経営を任されている全ての校長が
目標を共有し、各学校の特色はあるにしても、東大和市
で教育を受ける子どもたちが一定レベルで同じ教育を
受けられるような状況にすることが重要です。また、学
校という枠を出た実際の社会の中で培われた市民の意
見も取り入れる今回の試みですので、ぜひ、今までより
一歩も二歩も進んだ基本計画になることを期待し、今後
もその変化を見守っていきたいと思います。  

■東大和市学校教育振興基本計画についての市民説明会 
①８月２日（金）19：30～21：00  
都立東大和高校視聴覚室にて  

②８月３日（土）10：00～11：30 
  中央公民館３階 301 室にて 
※会場の広い①にできるだけ参加してほしいとのことです。  
市役所の駐車場が利用可能です。  


